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１　趣旨
この基準は、第３次宮若市総合計画策定支援業務委託に関する提案のうち、最も優秀な提案を行ったと認められる者を選定するために必要な事項を定めるものである。
２　評価基準及び配点
各評価項目の評価基準及び点数配分は下表のとおりとする。
⑴　一次審査
	
	評価項目
	評価基準
	配点

	企　業　評　価
	事業実績
	過去５年間の業務受注実績から見て、確実に委託業務を遂行できる能力を有しているか。
	５０

	
	実施体制
	業務の実施体制・担当者の配置状況が的確かつ適正であり、業務が適切に実施できる体制が整っているか。
	


⑵　二次審査
	
	評価項目
	評価基準
	配点

	企画提案書・工程表・見積書
	計画策定
支援全般
	社会情勢や新たな社会の潮流、地方公共団体の最新動向などを踏まえた提案となっているか。また本市の特性、強み、可能性や課題を理解した提案となっているか。
	１００

	
	個別計画の整合性、現状整理
	総合計画、個別計画について整合性が図られ、わかりやすさや閲覧性の向上が期待できる提案となっているか。
	

	
	住民参画
	住民から効果的に意見等を集約することができる提案がなされているか。
	

	
	職員参画
	職員の総合計画の策定に対する関心を高める提案がなされているか。
	

	
	提案の妥当性
	本市が求める計画立案のための有効な提案がなされているか。
	

	
	提案の
実現可能性
	各提案内容のスケジュールが、本業務を行うにあたり具体的・実現可能性があるものとなっているか。
	

	
	見積価格
	価格が企画提案内容に対して適当か。
	



	
	評価項目
	評価基準
	配点

	プレゼンテーション
	説明能力及び
成果品の完成度
	説明は分かりやすく、理論的であり、業務に対する取組み意欲が感じられるか。また、成果品について見る側の目線に立ち、分かりやすく、見やすい様にレイアウト等に配慮しているか。
質疑に対して的確に回答できているか。
	５０

	
	全体の印象
	提案書とプレゼンテーション・質疑応答の整合性等、一次審査及び二次審査の全般を評価する。
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